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で 生育予測をしてみよう！ 

水稲生育予測水稲生育予測

積算温度予測積算温度予測

Amoni



雑草の抑制効果

深い圃場でも使える

生育の進みが早い



出穂期頃（処理区）



均平作業 田植え作業

自動抑草
水田除草機

畦畔除草

ラジコン草刈り機 コンバイン

水位管理

水位センサアイガモロボ

農機

RTK

インターネット





管 理土壌改良 収穫・乾燥排水対策 施肥・播種

◎小麦の管理作業は乗用管理機にお任せ ◎品質・等級重視の収穫・乾燥
　機械はコメと共用可能

分けつ促進、倒伏防止のため、
３葉期～茎立ち期まで、10日間隔で数回行う

ブームスプレーヤで
開花時期に赤かび病防除を行う

無効分けつ抑制のため最高分けつ期前に
行う（主に西日本）

窒素成分を追肥する（目安 N: 3～5kg/10a）
追肥時期により効果が異なる

麦の収穫は自脱型コンバインでも可能
麦ふみローラー麦ふみローラー

ロータリーカルチロータリーカルチ

麦ふみ

土入れ 防 除

赤かび病被害粒（右）
＊1,000粒に1粒でも混入すると等級外になる

＊施肥、防除は地域、品種、播種時期により異なります。地域の指針に従ってください。

追肥を行い、
子実タンパク含量を増やす

出穂7～10日後、
赤かび病の防除を行う

出穂後約45～50日で
茎葉、穂首が黄化する
子実水分が25％前後
で収穫

◎三種類の排水対策で
　発芽率を向上

◎土壌の生物性・化学性の
　改善で品質向上と増収

◎ゲリラ豪雨でも種が
　水没せず発芽率向上

明渠施工で降雨による表面水を
すばやく排水

弾丸暗渠で地下浸透を促進

深耕で不透水層を破壊し作土層を拡げる
20cm以上の深耕を行う

堆肥散布で地力向上(1～2t/10a)

土壌改良材の散布で保肥力や酸度の
改善

アップカットロータリーによる
耕耘同時畦立て施肥播種
砕土・畦立て・播種・施肥を同時に行う

・ 種子消毒
  （キヒゲンR2フロアブルなど）
・ 基肥目安（kg/10a）

・ pH6～6.5に酸度矯正を行う
・ 石灰資材を50～200kg/10a散布する

茎立ち期 止葉期幼苗期出芽期

播種後約一週間で発芽する
この時期から茎立ち期ごろまで
麦ふみを行う

幼穂が形成され始める
追肥を行い、有効茎数を増加させる

複合作業で
能率UP!!

出穂期 開花期 収穫期

・ 篩目：2.0～2.2mm以上
・ 藁クズ、芒、異物、細粒を除く

トラクタ
提案農機

乗用管理機
提案農機

コンバイン

ポリメイト
提案農機

提案農機

窒素（N）
6～7

リン酸（P）
8～10

カリウム（K）
8～10

播種深度 3cm程度

播種量

 5～6kg/10a
 ・品種、播種時期により調整する

早まき：減らす
遅まき：増やす

小麦栽培 機械化体系の提案
水田活用による小麦の省力機械化一貫体系で、高品質、多収を目指す

栽 

培 

技 

術

生 

育

播種　　　収穫　　

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 7 8
上中下上中下上中下上中下上中下上中下上中下上中下上中下上中下上中下上中下上中下

5
上中下

6
上中下上中下上中下

北海道

関 東

九 州

春まき小麦春まき小麦
秋まき小麦秋まき小麦

初冬まき初冬まき

作型

動画で確認
QRコードをスマホ、
タブレットで

読み込んで下さい。

・ 収量・品質アップ!
病害虫防除時に使用時期

・ 土壌環境が良くなる！
・ 根はり向上！

除草剤散布時に使用時期

茎立ち期：収量増加
出穂期前：子実タンパク質含有率増加
茎立ち期：収量増加
出穂期前：子実タンパク質含有率増加

ブームタブラーブームタブラー

追 肥
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除 草土壌改良材の散布 防 除 収穫・乾燥排水対策 施肥・播種

栽 

培 

技 

術

生 

育

◎三種類の排水対策で
　発芽率を向上

◎土壌の生物性・化学性の
　 改善で品質向上と増収

◎ゲリラ豪雨でも種が
　水没せず発芽率向上

◎体系除草で
　収量と品質を確保

◎適期防除で
　収量と品質を確保

明渠施工で降雨による表面水を
すばやく排水

弾丸暗渠で水分をすばやく地下浸透

深耕で不透水層を破壊し根量を増やす

堆肥散布で地力向上(1～2t/10a)

土壌改良材の散布で保肥力や酸度の
改善

アップカットロータリーによる
耕耘同時畦立て播種

ブームスプレーヤによる耕起前除草

エコ草取り君による本葉2葉期と5葉期に
中耕培土

吊下げノズルによる畦間除草

ブームスプレーヤによる病害虫防除

吊り下げノズルによる病害虫防除

大豆に傷が着きにくい
エアーグレンコンバイン

ラウンドアップマックスロードラウンドアップマックスロード

ツーウェイロータリーツーウェイロータリー

未耕耘圃場を耕耘同時播種未耕耘圃場を耕耘同時播種

バスタバスタ

・ 種子処理(クルーザーMAX)
・ 土壌処理 播種前（土壌殺虫 ダイアジノン土壌混和）
  播種後（土壌処理除草 ラクサー、エコトップ）

※使用する農薬は地域により異なります。地域の指針に従って下さい。

◎品質重視の
　収穫・乾燥

発 芽 本葉２枚 本葉５枚 開花着莢 莢肥大 収 穫

トラクタ
提案農機

乗用管理機
提案農機

窒素（N）
2.8

リン酸（P）
9

カリウム（K）
9

条間 75cm
株間 15cm、2粒まき
播種深度 3cm程度
播種量 5～6kg/10a

大豆���A技術の提案
『大豆300A技術』とは10a当り300kgの収量とAランクの品質の大豆を生産する技術です。

 (kg/10a)施肥の目安

作型
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7

北海道

本州

東北

西南暖地

播種　　　出芽　　　開花期　　　収穫

動画で確認
QRコードをスマホ、
タブレットで

読み込んで下さい。

転換畑１年目、高地力
圃場、早期播種は蔓
化抑止のため窒素施
肥はしない

・ 節数、莢数アップ！
・ 収量、品質アップ！

病害虫防除時に使用時期

・ 土壌環境が良くなる！
・ 根はり向上！

除草剤散布時に使用時期

大豆コンバイン
提案農機

過湿だと発芽率が悪くなるので
注意する

適期に除草し、大豆が雑草に負けないようにする 適期に防除し病害虫を防ぐ 水分が18％が収穫適期
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